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ABOUT ME

o 氏名 ： VU VAN TU ( ブ・ブァン・トゥー）

o 年齢 ： 30歳（1989年生まれ）

o 出身 ： ハイズン県（ベトナムの北部）

o 住所 ： 千葉市中央区椿森3丁目

o 日本滞在 ： 7年（京都に3年、千葉に4年）

1989 生まれ

2007

2012

2018

ハノイ工科大学に入学

来日後、ワールドビジネスセンター（株）に入社

（株）Fabbiを設立

2019 （株）Fabbi Japanを設立



ベトナムってどんなイメージ？



よく言われているベトナム？

共産党？

アメリカとの
戦争？

仏教？

東南アジア？

農業？

中国と同じ？

フォー？
生春巻き？

勤勉？
数学得？



現在のベトナムは？



ベトナムはここ！

・インドシナ半島東海岸沿いに位置し、
縦に細い長いS字型をしたベトナム。

・北を中国と、西をラオス、カンボジア
と国境を接する。東は、南シナ海に面し、
フィリピンと対する。

・日本との距離：3800km2

・日本との時差：2時間



ベトナムはここ！

• 北部／中部／南部

• 北部の中心地はハノイ

• 中部の中心地はダナン

• 南部の中心地はホーチミン

• 言葉（方言）を聞けば出身地がすぐにわか
るほど、地域によってなまりがある。

• フエから上は、四季があるが、ダナンから
南部は雨季と乾季の二季になる。



基本情報

• 国名 ： ベトナム社会主義共和国
• 公用語 ： ベトナム語 （例：Xin chào → こんにちは）
• 通貨 ： ドン(200ドン≒1円 ※2019年現在)
• 宗教 ： 仏教 約80%
• 首都 ： ハノイ
• その他の主要都市 ： ホーチミン、ダナン
• 政治体制 ： 社会主義共和制

国士面積 ・ベトナム：約32万9000k㎡
・日本 ：約37万7900k㎡

人口

約 9700 万人
※2019年のデータ

約 1億2710 万人
※2019年のデータ

・ベトナムの人口は約9700万人と、日本の人
口の7割程度

物価
500mlペットボトルの水1本の値段
・ベトナム 1本約25円
・日本 1本約100円



ベトナム人の国民性は？

ベトナム人は素直で純粋、勤勉と言われることが多いです。

○素直
・基本的に素直でオープンマインドな性格
・南部ホーチミンには、気さくな性格のベトナム人が多いのが特徴。
・北部ハノイに住む方々は、素直であることには変わりはないものの、
南部に比べ几帳面で真面目な性格の人が多い

○純粋
・純粋で素朴な面があるというのもベトナム人の特徴の一つ。

→外国人が片言のベトナム語で話すのを聞くと非常に喜んでくれます
し、褒められると純粋に嬉しそうにする姿をいたる

○勤勉
・年々経済成長率が上昇しているという背景もあり、勉学に対するベト
ナム人の意識も経済の成長と共に向上している。
・主要都市部の企業、特に外資系の企業に就職することを目指して外国
語を勉強するベトナム人も多く



歴史

紀元前
200年

1858

年
1945

年
1975

年

4000年歴史 2019年

紀元前200年ごろから
1000年を超える中国の
支配 19世紀半ばから20世紀半ば

までのフランスによる植民
地

内戦：共産主義の北ベトナ
ムとアメリカが支援する資
本主義の南ベトナムに別れ
て独立した

南北に分断されていた
国はようやく統一され
た。

1960

年

フランスより独立
ベトナム民主共和国建国

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E6%B0%91%E4%B8%BB%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD


都会の生活

ハノイ市

・1000年の歴史を持つベトナムの首都で、政治と文化の中心です。
・フランス植民地時代に建てられた建物や歴史ある寺院など見られます。



都会の生活

ホーチミン市

・南部に位置する人口約６００万人のベトナム最大の都市で、経済の中心です。
・町にはベトナム経済の発展を示す高層ビルが建っています。
・ハノイと同じように道路を埋め尽くすオートバイの数です。



フエ

フエ

・ベトナムの最後の王朝、グェン朝の都が置かれていた街です。
・街を流れる川のほとりには、王宮や寺院、皇帝のはか、歴史ある数々の建築物があります。
・アオザイもフエのシンボルです。



地方

農村の生活

・ベトナムの60%は農村です。
・農業はメインですが、近年若者は都会に行って仕事するのが多いです。



サパ（少数民族）

サパ

・山々に囲まれた高原都市です。
・周囲には少数民族の村がいくつもあり、街の中心にあるサパ市場がある。



観光（北部）

ハロン湾

・ハノイからバスで約1時間半～2時間のハロン湾は、ユネスコの世界自然遺産にも登録されている神秘的な
景観が特徴です。

・大小約3,000の石灰岩の島々を見ながら、約3時間のクルーズを楽しむことができます。



観光（北部）

チャンアンの複合景観

・ベトナムで唯一、複合遺産認定を受けるのがこちらのチャンアンの複合景観
・チャンアン周辺には鍾乳洞がいくつもあり、現地ツアーではこれらの鍾乳洞を手こぎボートで巡ります。



観光（中部）

ダナン・ホイアン

・上質なビーチリゾートが気軽に楽し
めるリゾートとして欧米を中心に人気
の都市
・南シナ海を臨む美しいビーチ
・ベトナム国内の一番住み心地町



観光（南部）

フーコック （ベトナム最後の楽園）

・朴な自然が残っており、島の西側のロングビーチは約20kmも続きます。
・きめ細やかな歩くたびに「キュッ」となる鳴き砂ビーチや、ビーチからの綺麗なサンセットの景色がフーコッ
ク島の魅力です！



ストリートフード（屋台）



名物グルメ

フォー ブンチャー（ベトナムのつけ麵）

バインミー バインセオ



ドリンク

ビール & コーヒー



日本とベトナムの関係は？



日本にとってのベトナム

★日本にとってベトナムは多くの戦略的利益を共有するとても重要なパートナー。

★ベトナムの持続的発展は日本にとっても非常に重要。

★日本は「広範な戦略的パートナーシップ」の下，ベトナムと連携を強化する考え。

（１）強い親近感の存在
・文化的親和性（大乗仏教，食文化など）
・ベトナムを愛する多くの日本人

（２）戦略的利益の共有
・地政学的要衝，ぶれない対中姿勢，国際法重視，米国のプレゼンス重視
・ＣＰＴＰＰ

（3）生産拠点及び市場としての魅力
・政治的安定（集団指導体制，行政改革努力への取組等），治安の良さ，比較的安価 で優秀な労働力。

（4）日本の少子高齢化・労働力不足とベトナムへの期待
・日本を支えるベトナムの若者

※平均年齢３1歳（日本４６歳）



日越関係の現状

（１）日越両国の指導者レベルの間断なき交流
・日本からは，天皇皇后両陛下，安倍総理が来越。
・ ベトナムからは，フック首相が来日。

（２）人的交流
・進出日本企業数 3000社以上

タイ、シンガポールに次ぎ東南アジアで３位

・商工会加盟社数 約950社（2011年）→ 1800社以上
東南アジアで第1位であったタイ（1,769社）を追い越した。

・在日ベトナム人の数 (2011年→2019年)
総数 44,000人（2011年）→ 270,000人以上（6倍）
留学生 5,000人 → 80,000人以上（14倍）
技能実習生 13,000人 → 140,000人（10倍）

・観光客数の推移（2019年）
日本人訪越者 480,000人（2011年） → 850,000人
ベトナム人訪日者 41,000人（2011年） → 350,000人



日越関係の現状

（３）経済関係
近年，越経済は順調に発展してきたが，現在転機に直面（新成長モデルの確立）
・ＯＤＡ：

• 1992年の再開後から最大の供与国。過去５年の日本の援助額は越の援助総額の３０-３５％。
• 重点分野：質の高いインフラ整備，人材育成，ビジネス環境整備， 行財政改革（ガバナンス向

上） ，海上法執行 能力の向上，気候変動対策

・ 投資
• 2018年末時点での累計投資認可額は550億ドル。２０１３年までトップ。現在は韓国に次ぐ２位。

・訪越者数
• 2018年に訪越した日本人は中国，韓国に次いで第３位の90万人。

・貿易
• 2017年の貿易額は，中国，米国，韓国に次ぐ第４位の330億ドル以上



日越関係の現状

（４）文化・学術交流

①文化交流

・日越外交関係樹立４５周年，多くの事業を企画（ジャパン・ベトナム・フェスティバル，ハノイ・日本
文化交流祭，日越音楽祭等）。

②ベトナム学校教育への貢献

③日本語学習者数の増加

・中学・高校での日本語教育（７５校，約１８０００人；２０１８年３月時点）

・日本語教師の不足が課題。

④日越の大学間交流

・日越大学修士コースの開設（２０１６年９月）。理事会発足。２０１７年９月，第２期生入学。

・日本の大学の越拠点数は４１件（２０１４年現在，例：名古屋大学越事務所）。



THANK YOU !


